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 地域を華やかに彩ろうと、今年で５年目を迎え 

るヒマワリ栽培の種蒔きが、５月１７日早朝から 

約２時間かけて行われ、ジャスミンの会（竹内洋 

子会長）と地区の人たちが汗を流しました。 

  今年蒔いたヒマワリの種は、景観形成作物とし 

て開発された「ハイブリッドサンフラワー」とい 

う種類で、草丈１５０㌢前後、花径３０㌢くらい 

になる大輪花。美濃の中心地４か所の休耕田４０ 

㌃を使い、順調に育てば７月中旬ごろから咲き始  

める予定。ジャスミンの会では開花に合わせ７月              

ヒ
      

わ 
 

 

   

 美濃カフェから１周年 

  「山菜祭り」に百人集う 
  第６回美濃ふれあいサロン開催 

 山の幸を味わいながら交流を深めようと４月１７

日、美濃ふれあいサロン「山菜祭り」が開催されま

した。美濃ふれあいサロンの会（河野益子会長）で

は、数日前から竹の子やワラビなど山の幸を採取す

るなど準備を進め、地元の各団体など若い人たちの

協力を得て、ピザや猪汁、山菜天ぷらなどを提供。       
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 美濃 はつらつ通信 

世帯数 １６０世帯 

人口   ３５７人     

 男   １６５ 

女   １９２人    

高齢化率４７・９％ 

  （４月末現在） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

 

  

「高嶺の花」の由来となっているシャク

ナゲの花（有田上・青木ちづ江さん宅） 
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クリンソウ（河内上・田中スミ子さん宅） 

 

 

猪肉や竹の子、ワラ

ビといった山の恵みを

生かした“山菜祭り”

が４月１７日に開催。

地区内外から１０２人    

      参加し 

      にぎや

かに                                  

  
地区内外から

訪れた百人を

超える参加者

が里の味を満

喫しました。 
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地域を明るく彩ろうと種蒔き作業をする人たち 

 

    消防機器の点検を兼ね放水訓練 
       益田市消防団第１３分団 

有事の際、消防機械の取り扱いが迅速にできるよう、本郷

下の川土手２か所で５月１５日、益田市消防団第１３分団

（西迫均分団長）が消防ポンプなどの点検を兼ねた放水訓練

を行いました。この訓練は毎年５、６月ごろに実施されてい

るもので、当日は消防団員１８人が参加。機械の作動具合を

確認しながら約２時間かけ放水を行いました。美濃分団では

６月２６日に行われる益田市消防操法大会に出場する予定

となっています。 

 
本郷下の川土手で放水訓練をする美濃消防団の団員 

末ごろに“ひまわ

り祭り”を計画中

とのこと。今年も

種を採取し、ヒマ

ワリ油をつくる予

定 と な っ て い ま

す。 

４か所がひまわり畑に 



   黒味を帯び堅固「源助瓦」 

     ―美濃地町本郷郷下―  

明治中ごろ、松次郎・榮助という親子が那賀郡嘉

久志（ 現江津市嘉久志町 ）から美濃地に移り住み、

現在の大島操さん宅近くの山に登り窯を開き、瓦を

焼いていました。 

 榮助（１８２０～１８８９）は、幼いころの名を 

源助と言い、明治３年（１８７０）に田中姓を名乗 

り名前も改名しましたが、父子が製造する瓦は榮助

の幼名をとって“源助瓦”と呼ばれていました。 

父子とも腕が良く、窯の近くで採れる土で焼く黒 

味を帯びた瓦は良質で堅固と評判。年月を経てもひ 

び割れることはなかったと伝えられています。 

榮助がどれくらい瓦製造を続けたか丌明ですが、 

明治２０年（１８８７）ごろには高齢のため製造 

をやめ２年後に亡くなりました。その後、子の菊冶

が受け継ぎ製造していましたが、明治４３年に亡く

なり源助瓦は途絶えました。 

このほか明治末から大正初めにかけ、有田下・原

地区で青木清次郎という人が食器など陶器類の製

造後、その子與市が瓦製造に転向。河内下地区でも 

都濃津（現江津市都濃津町）から来た竹内という人 （赤瓦の生産が始まったのは文化年間と言われています。明治 

など、それぞれ一時瓦の製造を行っていました。   ２０年代に遠田・喜阿弥・戸田・羽原で瓦工場が操業を開始） 

                   

 

 

 

 

 

                                    

 

                                   

                                      

 

 

ふれあいサロンに図書コーナー   

 ふれあいサロンの一 

角に図書コーナーが新 

設。これは同サロンの 

家主・西坂昇さん（大 

阪堺市在住）が寄贈し 

た約２７０冊を収蔵し 

したもので、誰でも自由に借りることが 

出来ます。利用したい人は河野会長まで。 

 

 

火曜日  木曜日 

   ２日 

 村野医院 

  ７日 

 神崎内科 

  ９日 

 林 医院 

          １６日 

中島クリニック 

 ２１日 

 神崎内科 

 ２３日 

澄川クリニック 

  ３０日 

澄川クリニック 

中島 

診療時間  １３：３０～ 

       河内下 

       田中 竹之進さん（４月２４日）  享年８１歳          

           謹んでご冥福をお祈り致します     

お悔やみ 

 

  

  

   

         

ぶらり 

美濃さんぽ 

 

窯があったと伝えられる山林の地中には多くの瓦片が 

埋もれているが、源助瓦かどうかは丌明 

源助窯があったとされる東光寺台にある山（田中原の向こう

に見える竹林の先の山中に今もその名残を留めている） 

   ６月の診療予定日 

 

    ６月の地区行事予定 

◆ ５日（日） 前期河川清掃（基準日） 

◆ ６日（月） 自治組織設立準備会 

◆１０日（金） ＪＡ腹部エコー検診 

         ８：００～ 

       美濃地区振興センター 

◆３０日（木） 第１回健康相談 

        １０：００～ 

中西小学校から   

「学校公開日」のお知らせ 

 保護者や地域の方々に学校での

子どもたちの活動を見学していた

だく参観日を下記の通り行います。

ご都合のつく方はご来校下さい。 

記 

期日 平成２８年６月８日（水） 

日程 ・チャレラン大会（２校時） 

    ９：３０～１０：１５ 

   ・授業公開（５校時） 

    １３：３５～１４：２０ 

 

 

             見通し良く事故がないように！ 
          交安協美濃支部がカーブミラー清掃 
            交通安全の願いを込め、見通しの悪い 

か所を見易くするため交通安全協会美濃 

支部（大庭壽克会長）の役員１１人が５月 

２２日、地区内５６か所に設置されている        

カーブミラーの清掃を行いました。この活

動           動ボランティアこうして 

                   

動 の お 陰

で 美 濃 の

カ ー ブ ミ

ラーは い 

つ も ピ カ

ピカです。 

早朝からカーブミラーを一つ

ずつ丁寧に汚れを落とし磨き

上げる同支部の人たち 


